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株主の皆様へ

　当第2四半期連結累計期間のわが国経済は、新
興国経済の成長鈍化により輸出・生産が低迷する
など一部に弱さがみられましたが、雇用・所得環境
の改善を背景に個人消費が底堅く推移するととも
に、企業収益の改善により設備投資が持ち直しの
動きをみせるなど、景気は緩やかな回復基調を辿
りました。
　このような情勢のもと、当社グループは本年4
月からスタートさせた中期経営計画「イノベーショ
ン21」第二次計画において、「成長が見込める市
場、地域での事業拡大」「顧客価値創造型ビジネス
への進化」「国際マーケットにおけるコーポレート
ブランドの価値向上」を基本方針に掲げ、新たな
成長ステージを目指す事業展開とグループ全体
の収益基盤の強化に努めてまいりました。
　これらの結果、当第2四半期連結累計期間の業
績は、売上高は2,715億7千7百万円、営業利益
は36億8千2百万円、経常利益は35億5千7百万
円、親会社株主に帰属する四半期純利益は20億
5千7百万円となりました。

　今後の経済見通しにつきましては、内需を中心
とした景気の回復が期待される一方で、中国をは
じめとする新興国経済の減速や資源価格の下落

など海外経済の懸念材料が景気を下押しするリス
クとなり、依然として不透明な状況にあります。
　このような状況を鑑みまして、株主の皆様には
誠に申し訳ない次第ではありますが、中間配当は
見送らせていただきましたので、なにとぞ格別の
ご理解を賜りますようお願い申しあげます。
　企業にとってめまぐるしく変化する国際マー
ケットでの戦略展開において、従来のビジネスモ
デルに固執するのではなく、これまでにない商品
やサービスを生み出すため、変革への挑戦を続け
ていくことが求められています。
　こうした情勢下にあって、当社グループは、「IT
インフラ流通事業」「繊維事業」「産業機械事業」の
中核3事業体制のもと、多様な事業領域でグルー
プ協業によるシナジー効果の発揮や外部パート
ナーとのアライアンスの推進により、既成の概念
や枠組みにとらわれない発想力や構想力をもっ
て、新たな市場の開拓や事業領域の拡大に取り組
んでまいります。
　さらに、事業のグローバル化を担い、多様な価
値観の中で物事を捉え行動できる人材の育成・強
化に取り組み、グループのブランド価値向上に努
めてまいります。
　どうか株主の皆様には引き続き倍旧のご支援
とご理解を賜りますよう、お願い申しあげます。

●今後の見通しと取り組み

●業績について

　 株 主 の 皆 様には、平 素から格 別 のご 高 配を
賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、中間ビジネスレポートをお届けするに
あたりまして、一言ごあいさつ申しあげます。

ダイワボウホールディングス株式会社
代表取締役社長

野上 義博

中期経営計画
「イノベーション21」第二次計画

私たちは、創造と革新、融合のシナジーによって、
グローバル市場でお客様第一に新たな価値を生み出し、
人間社会と地球環境に役立つ未来を実現します。

グループ経営理念

計 画 期 間

経 営 基 本 方 針

戦 略 方 針

平 成 2 8 年 3 月 期 ～ 平 成 3 0 年 3 月 期

成長が見込める市場、地域での事業拡大
顧客価値創造型ビジネスへの進化
国際マーケットにおける
コーポレートブランドの価値向上

グループ協業と強力な外部パートナーとの
アライアンスの結実
ソリューションビジネスによる
新商品・新事業の創出
グローバル人材の育成・強化

ごあいさつ T o p  M e s s a g e
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負債の部

流動負債 128,678 138,480
固定負債 40,252 42,044
負債の部合計 168,930 180,525
純資産の部

株主資本 54,915 53,928
資本金 21,696 21,696
資本剰余金 7,887 7,887
利益剰余金 25,798 24,896
自己株式 △ 467 △ 552

その他の包括利益累計額 △ 220 362
その他有価証券評価差額金 1,472 1,663
繰延ヘッジ損益 △ 17 85
為替換算調整勘定 △ 1,628 △ 1,509
退職給付に係る調整累計額 △ 46 123

非支配株主持分 556 543
純資産の部合計 55,251 54,834
負債・純資産の部合計 224,181 235,359

四半期連結貸借対照表の要旨 四半期連結損益計算書の要旨

科  目
 当第2四半期（累計）
平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

 前第2四半期（累計）
平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

売上高 271,577 278,389
売上原価 248,018 255,052
売上総利益 23,559 23,336
販売費及び一般管理費 19,876 20,077
営業利益 3,682 3,259
営業外収益 410 464
営業外費用 536 615
経常利益 3,557 3,108
特別利益 132 −
特別損失 58 0
税金等調整前四半期純利益 3,630 3,107
法人税、住民税及び事業税 1,655 1,092
法人税等調整額 △ 104 302
法人税等合計 1,550 1,394
四半期純利益 2,080 1,713
非支配株主に帰属する
四半期純利益 22 16

親会社株主に帰属する
四半期純利益 2,057 1,696

（単位：百万円）（単位：百万円）

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

※「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当連結会計年度より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。 ※「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当連結会計年度より、「少数株主持分」を「非支配株主持分」に、「少数株主損益調整前四半期純利益」を「四半期純利益」に、「少数株主利益」を「非支配株主に
帰属する四半期純利益」に、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としており、前連結会計年度についても科目名を統一しております。

科  目 当第2四半期末
平成27年9月30日現在

前期末
平成27年3月31日現在

資産の部

流動資産 160,392 170,097
固定資産 63,789 65,261

有形固定資産 44,853 44,990
無形固定資産 8,146 9,177
投資その他の資産 10,789 11,093

資産の部合計 224,181 235,359

四半期連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

科  目
 当第2四半期（累計）
平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

 前第2四半期（累計）
平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,709 8,954
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,903 △ 1,660
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 3,352 △ 5,518
現金及び現金同等物に係る換算差額 51 △ 56
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 494 1,719
現金及び現金同等物の期首残高 14,423 9,095
現金及び現金同等物の四半期末残高 13,928 10,814

（単位：百万円）
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連結財務ハイライト（単位：百万円）

売 上 高 営 業 利 益

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

総 資 産

経 常 利 益

純 資 産

四半期連結財務諸表 C o n s o l i d a t e d  F i n a n c i a l  S t a t e m e n t s
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日本マイクロソフトと「Windows 
モバイルビジネスセンター」を設立

ダイワボウ情報システム

・・・・・
ダイワボウ情報システム株式会社は、日本マイクロ
ソフト株式会社と2011年に設立した「Windows
タブレット推進センター」を拡張し、スマートフォン
を含むWindows搭載モバイルデバイスの導入を
支援する専任組織「Windowsモバイルビジネスセ
ンター」を設立しました。
スマートフォンやタブレット型デバイスは、個人向け
だけでなく、企業や教育現場での導入・利用が拡大
しており、今後の動向としてこれらの活用によるさ
らなる利便性の向上が注目されています。
同センターは、タブレット型デバイスに加えて、
Windows搭載スマートフォンビジネスに関する先
駆け組織として、今後開発・発売されるスマートフォ
ン製品を取り扱うとともに、両社の技術および販売
ノウハウを販売店パートナーへ提供し、積極的な販
売拡大につなげてまいります。

2,303億6,000万円

売 上 高

ITインフラ流通事業

今後の取り組み

上半期の概況

法人向け市場では、教育現場でのICT（情報通信技術）活用が
進む文教市場向けなどで前年同期を上回る実績を残したもの
の、旧OS搭載パソコンの更新需要に伴う反動や、通信事業者
の設備投資が縮小傾向だった影響もあり、パソコンの出荷台
数は減少しました。一方、個人向け市場でも同様に、パソコン
の出荷台数が減少したことに加えて、消費者の根強い節約志
向もあり、周辺機器や家電製品においても需要が低迷しまし
た。また、利益面でも、売上減少に加えて円安に伴う仕入価格
の上昇や他社との競争激化の影響を受け、苦戦を強いられま
した。

当事業では、地域密着型営業および顧客・メーカーとの協業
体制強化による需要深耕に注力し、売上拡大を目指してまい
ります。また、中長期的な安定収益体制の確立のため、パソコ
ン・タブレット・スマートフォンなどの端末の販売に努め、国
内マーケットのシェアアップを図ってまいります。あわせ
て、法人市場向けに普及が期待されるWindowsモバイルデ
バイスの拡販や、教育現場でのICT需要の取り込みを推し進
めてまいります。さらに通信事業やクラウド技術により継続
的な利益を得られる「月額課金ビジネス」や、さらなる成長が
見込まれる「サービス＆サポート」「モバイルデバイスビジネ
ス」を重点ビジネスカテゴリと位置づけ、市場の開拓に積極
的に取り組んでまいります。

P.T.DAYANI GARMENT INDONESIA
P.T.DAIWABO GARMENT INDONESIA

P.T.DAIWABO NONWOVEN INDONESIA
P.T.DAIWABO INDUSTRIAL FABRICS INDONESIA
P.T.DAIWABO SHEETEC INDONESIA

DAIWA DO BRASIL TEXTIL LTDA.

蘇州大和針織服装有限公司
大和紡工業（蘇州）有限公司

O-M（U.S.A.）,INC.
欧安睦（上海）商貿有限公司

Daiwabo Hong Kong Co.,Limited

台灣鷗愛慕股份有限公司

ダイワボウノイ ニューヨーク事務所

グローバル事業拠点

ダイワボウノイ 上海事務所

ダイワボウホールディングス ジャカルタ事務所

P.T.PRIMATEXCO INDONESIA

3つの事業の柱
さらなる成長の鍵となる
ダイワボウグループ

グループ協業体制の強化により、
コーポレートブランド「ダイワボウ」の

市場優位性を確立します。

U.S.A.

Brazil

Taiwan

Japan
China

Hong Kong

Indonesia

コンピュータ機器
および周辺機器の販売

生産設備用機械製品、
鋳物製品の製造販売

化合繊綿、不織布製品、産業資材関連、紡績糸、
織物、編物、二次製品の製造加工販売

繊維事業

工作・
自動機械
事業

ITインフラ
流通事業

事業内容紹介 事業別概況と今後の取り組みB u s i n e s s  O v e r v i e w Segment Information & Approach in the Future

トピックス
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330億3,900万円 58億5,400万円

売 上 高 売 上 高

繊維事業 工作・自動機械事業

今後の取り組み 今後の取り組み

上半期の概況 上半期の概況

合繊部門では、原綿は国内外ともに旺盛な需要に支えられた
衛生材用途の販売が拡大し、不織布製品も除菌関連を中心と
するレーヨン系不織布と高付加価値商品を志向したコスメ
分野が好調に推移しました。また、レーヨン部門では、不織布
用原綿や衣料用機能性原綿の販売が拡大するとともに、対米
向け防炎素材も円安効果により収益が向上し、樹脂加工部門
でも、震災復興向け関連商品の受注が堅調に推移しました。
さらに、衣料製品部門では、主力のニット・カジュアル製品や
欧米向け・婦人向けのインナー製品に加え、スポーツ向けを
中心としたブランド製品の受注が伸長しました。

当事業では、「事業構造の革新による成長戦略の加速化」「新た
なステージでのグローバル戦略の展開」「グループマネジメン
ト改革による連結経営力の強化」を3つの基本方針に掲げ、市
場競争力の強化による収益力の向上を目標としております。
化合繊部門では、アジア市場における「安全・安心」のジャパ
ン・クオリティ商品への高い評価を背景に、衛材用途を中心に
国内外における生産拠点の設備増強を図るとともに、機能資
材部門ではアセアン地域での市場開拓に向け「地産地消」のビ
ジネスモデルの構築に取り組んでまいります。
また、衣料品・生活資材部門では、「選択と集中による収益力の
強化」をテーマに、大和紡績香港有限公司を基点とした欧米圏
への三国間貿易の拡大を推し進める一方で、グループ協業や
産学連携による商品開発に取り組み、独自性のある開発素材
や機能性素材を活用した商品の拡販に努めてまいります。

工作機械部門では、主力の立旋盤について、国内における
重電・鉄道分野に加えて、航空機分野が国内外ともに堅調
に推移しましたが、売上につきましては、前年度の第4四半
期に集中した反動や一部が第3四半期にずれこんだことか
ら減少しました。一方、自動機械部門では、医薬品関連の見
本市（インターフェックスジャパン）に最新鋭のスマート
カートナーを出展するなど拡販に努め、医薬品分野を中心
に前年同期並みの収益を確保しました。

工作機械部門では、主力の立旋盤について、今後も成長が
見込まれる航空機分野を基軸に据えて、米国シカゴに新設
の販売拠点を活用した北米市場の開拓や、国内では蓄積し
た航空機部品加工ノウハウを活用したさらなる市場の深
耕に努めてまいります。また、中国市場では風力発電関連
など成長分野を中心に、付加価値の高い機種の販売を強化
してまいります。
自動機械部門では、好調な医薬品分野を中心に国内では富
山地区、海外では中国で展示会を開催するなど、拡販を進
めてまいります。また、グループ企業との協業を進め、製品
の高付加価値化にも注力してまいります。

「第45回機械工業デザイン賞」
審査委員会特別賞を受賞

・・・・・・・・・・

オーエム製作所

中国国際化粧品博覧会に出展

ダイワボウポリテック

ダイワボウポリテック株式会社（以下、同社）は、
2015年5月19日～21日に中国・上海新国博覧中心

（上海）で開催された第20回中国国際化粧品博覧会
（ＣＢＥ）に出展いたしました。今回の博覧会は、参加
26カ国から出展企業数2,120社・来場者数31万人
と、美容博覧会としてはアジア最大級の規模となり
ました。同社は、フェイスマスク用途のシートとして、
ダイワボウレーヨン株式会社が製造する「ベーリー
ビーズ」（丸断面特殊レーヨン）を100％原料とした
透明性訴求のものや備長炭練り込みの特殊レーヨ
ンを用いた「チャコーレ」を大々的に発表しました。
2014年の中国化粧品市場は約2兆円規模に達し、
そのなかでもフェイスマスクは2013年に急成長を
遂げ、他の不織布メーカーとの競争は激化しており
ます。同社は独自
の 製 造 技 術と機
能 性 原 綿 を 用 い
た 不 織 布 の 一 貫
生産体制で、市場
のニーズにさらに
素早く対応するビ
ジ ネ スを 展 開 す
ることにより、ア
ジアトップシェア
を狙ってまいりま
す。

株式会社オーエム製作所が展開する立旋盤VTLex 
1600GTが、「第45回機械工業デザイン賞」審査委員
会特別賞を受賞しました。
VTLex1600GTは、テーブル径1.6メートルの大
型の立旋盤です。同社の主力機種に比べ最大切削
能力が2倍の6万ニュートン、最大回転力が2.2倍
の4万ニュートンメートルと、超高剛性・高馬力・高
精度を実現し、難削材の加工で力を発揮します。最
新鋭かつ最高性能のマシンにふさわしく、曲線を多
用した斬新な外観デザインを採用しました。
機械工業デザイン賞は日刊工業新聞社が主催し、
経済産業省の後援、日本商工会議所、各工業団体
の協賛を得て、わが国工業製品のデザインの振興・
発展を目的に制定されたものです。今回同社が受
賞した審査委員会特別賞は、生産財を対象として、
外観・機能・性能・色彩など様々な要素を総合的に
判断して評価されるものです。

事業別概況と今後の取り組み Segment Information & Approach in the Future
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所有者別株式分布

会社概要

代 表 取 締 役 会 長 阪 口 政 明
代 表 取 締 役 社 長
社 長 執 行 役 員 野 上 義 博
代 表 取 締 役
専 務 執 行 役 員 北 　 孝 一
取 締 役
専 務 執 行 役 員 大 森 　 博
取 締 役
常 務 執 行 役 員 安 永 達 哉
取 締 役
常 務 執 行 役 員 門 前 英 樹
取 締 役
常 務 執 行 役 員 山 村 芳 郎
取 締 役
常 務 執 行 役 員 佐 脇 祐 二
社 外 取 締 役 平 田 知 之
社 外 取 締 役 幸 後 和 壽
常 勤 監 査 役 金 屋 悦 二
常 勤 監 査 役 小 川 仁 司
社 外 監 査 役 藤 木 　 久
社 外 監 査 役 植 田 益 司
常 務 執 行 役 員 西 村 幸 浩
常 務 執 行 役 員 佐 　 藤 　 祐 次 郎
常 務 執 行 役 員 太 田 克 則
執 行 役 員 辰 巳 敏 博
執 行 役 員 常 石 茂 樹
執 行 役 員 中 野 直 樹
執 行 役 員 梅 澤 　 覚

社 名 ダイワボウホールディングス株式会社
資 本 金 21,696,744,900円
創 立 日 昭和16年4月1日
事 業 拠 点 本社

大阪市中央区久太郎町3丁目6番8号
御堂筋ダイワビル　（〒541-0056）
TEL.06-6281-2325
東京事務所
東京都中央区日本橋富沢町12番20号
日本橋Ｔ＆Ｄビル　（〒103-0006）
TEL.03-4332-8221
ジャカルタ事務所
Wisma GKBI. 6th Floor
Jl. Jenderal Sudirman No.28 Jakarta 10210 Indonesia
TEL.+62-21-57952235

連結従業員数 6,351名

株主名 持株数（千株）

株式会社三菱東京UFJ銀行 6,161

ダイワボウ従業員持株会 5,726

河合　裕 5,143

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 4,272

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4,159

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,010

第一生命保険株式会社 4,000

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 3,882

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 3,172

株式会社山陰合同銀行 3,136

発行可能株式総数 400,000,000株
発行済株式の総数 192,712,926株

株主数 19,186名
大株主（上位10名）

（注）上記のうち251,933株を自己株式として保有しております。

役 員

★ ディーアイエスサービス＆サポート株式会社
★ ディーアイエスアートワークス株式会社

★ ダイワボウアソシエ株式会社
★ ダイワボウライフサポート株式会社
★ ダイワボウエステート株式会社
★ カンボウ企業株式会社

★ 株式会社オーエム機械
★ オーエム金属工業株式会社
★ オムテック株式会社
★ O-M（U.S.A.）,INC.
★ 欧安睦（上海）商貿有限公司

★ P.T.DAYANI GARMENT INDONESIA
★ P.T.DAIWABO GARMENT INDONESIA
★ 蘇州大和針織服装有限公司
★ 大和紡工業（蘇州）有限公司

★ ダイワボウスピンテック株式会社
★ P.T.DAIWABO NONWOVEN INDONESIA

★ ディーエヌプロダクツ株式会社

★ 朝日加工株式会社
★ ケービー産業株式会社
★ P.T.DAIWABO INDUSTRIAL FABRICS
    INDONESIA
★ P.T.DAIWABO SHEETEC INDONESIA

◉ P.T.PRIMATEXCO INDONESIA
★ DAIWA DO BRASIL TEXTIL LTDA.

（平成27年9月30日現在）★ 連結子会社 ◉ 持分法適用会社製品の流れ サービスの流れ

工作・
自動機械

事業

得
意
先
　C

ustom
ers

ITインフラ
流通事業

関連事業

★ ダイワボウ情報システム株式会社
情報処理機器・通信機器の販売

★ ディーアイエスソリューション株式会社
◉ 株式会社ZOA

★ ダイワマルエス株式会社

★ ダイワボウテックス株式会社
★ 西明株式会社

★ 株式会社オーエム製作所
工作機械・自動機械の製造、販売

★ 台灣鷗愛慕股份有限公司

★ Daiwabo Hong Kong Co.,Limited

★ 大和紡観光株式会社（霧島国際ホテル）
★ 株式会社 赤穂国際カントリークラブ

★ ダイワエンジニアリング株式会社

★ ダイワボウノイ株式会社
繊維製品の製造、販売

★ ダイワボウアドバンス株式会社
衣料品の販売

★ カンボウプラス株式会社
綿・化合繊布等の染色、樹脂防水加工

★ ダイワボウプログレス株式会社
産業用資材・ゴム関連製品の製造、販売

★ ダイワボウポリテック株式会社
合繊綿・不織布の製造、販売

★ ダイワボウレーヨン株式会社
レーヨン綿・レーヨン糸の製造、販売

ダイワボウホールディングス株式会社（純粋持株会社）

★ 大和紡績株式会社（中間持株会社）
繊維事業を主力とするグループ会社の統括

繊維事業

損害保険会社
3名
3,994,080株

金融商品取引業者
60名

5,059,649株

その他の法人
268名

8,746,074株

その他金融機関
5名
1,976,620株

生命保険会社
12名
6,268,571株

信託銀行
23名
30,081,192株 個人・その他

18,620名
72,430,344株

銀行
15名

16,837,313株

192,712,926株192,712,926株

外国法人等
180名

47,319,083株
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1．�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなってお
りますので、口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意く
ださい。

2．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託
銀行本支店でもお取次ぎいたします。

ご 注 意

http: //www.daiwabo-holdings.com/

当社はホームページにおきましても最新のトピックスをはじめとして、
IR情報や会社情報、製品情報など様々な情報をご案内しております。

事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日
基 準 日 毎年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社��大阪証券代行部
〒541-8502�
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

®�0120-094-777（通話料無料）
上場証券取引所 東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　
http://www.daiwabo-holdings.
com/ir/publication/index.php
（ただし、電子公告によることができない
事故、その他のやむを得ない事由が生じた
ときは、日本経済新聞に公告いたします。）

株主メモ

ホームページのご案内


